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■表紙のことば
　勾配が40〜45度「耕して天に至る」人の積み
上げた「遊子水荷浦の段畑」。「宇和海のピラミッ
ド」と表現したら成る程と頷けるでしょうか。こ
の段々畑は江戸時代初期に漁民が食料を自給す
る為に開拓してきた。麦・芋・さつまいもが段々
畑に適していたが、昭和30年代からの高度経済

成長で、真珠・魚類養
殖に変わり土地は荒
れ果てた。それが「重
要文化財景観」や「日
本農村100景」など、
自然の美しさの段々
畑と評価され、地区の
人に守られ遺産とし
て残す努力がある。

柳原　あや子

　去る11月14日（金）・15日（土）、前夜祭が開
催された13日（木）を入れると、３日間にわたっ
て第26回地域づくり団体全国研修交流会愛媛大
会が開催され、全国各地から320名を超える参
加者を集め、県内関係者をあわせると約1,000
名の参加者が研修と交流を深めあうことで、愛媛
の地域づくり活動を全国に発信した。
　今回の「舞たうん」では、その愛媛大会の開催
報告を通して、愛媛の地域づくりの今を検証する
ことにした。
　愛媛大会を迎えるにあたり、主管団体となった
地域づくり団体はどのような準備をすすめ、そし
て愛媛大会の参加者との研修および交流を通し
てどのような化学反応を起こしたのか？
　また、地域づくり団体を支援する県や市町のス
タンスはどうなったのか？
　参加者からは愛媛大会がどのように映り、愛媛
の地域づくり活動はどのように見えたのか？
　それぞれの立場において愛媛大会を開催した
意義を問いかけながら、これからの「愛媛の地域
づくり活動のゆくえ」を問うことといたしたい。

（研究員　谷本　英樹）

●アングル 
愛媛で開催された二つの大会から得たもの
　　財団法人 日本ナショナルトラスト　専門研究員／住田　尚美
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●特集／これからの愛媛の地域づくりのゆくえ
　　　　　第26回地域づくり団体研修交流会愛媛大会報告

●主催者レポート
地域づくり人に多くの感動を与えた愛媛大会
　　地域づくり団体全国協議会 会長／岡﨑　昌之
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地域が自立し存続していくための方向を示唆
～第三分科会～
　　豊友会／大本　昭裕
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馬鹿になれる兆しあり
　　鬼北町企画財政課 課長補佐／兵頭　誠亀 6

線路は続くよ、どこまでも
　　愛媛県総務部新行政推進局市町振興課 課長／北村　朋生 8

●論壇／まちづくり
地域力の創造へ向けて～今なにをすべきか
　　総務省地域力創造審議官／椎川　忍
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●愛媛大会報告
町並み保存と観光をまち歩きで考える
　　石川地域づくり協会コーディネーター／赤須　治郎
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岩松地区の『どぶろく』に誘われて！
　　第27回地域づくり団体全国研修交流会
　　　　　　　　　　　佐賀大会 実行委員長／藤　泰治
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「お接待のまちづくり」愛南で出会った笑顔の力
　　宇和島市まちづくりBeppin塾／小林　詳子 16

新しい協働で地域密着型の産業起こしを
　　特定非営利活動法人まちづくり支援えひめ／稲田　里香 18

全国研修交流会愛媛大会と山奥組
　　むらの新資源研究会「山奥組」 会長／荻野　久利 20

●特選ブログ／ shin１さんの日記
愛媛の地域力は凄い　
　　人間牧場主／若松　進一
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●寄稿
愛媛大会アンケートからわかること　
　　地域づくり団体全国協議会事務局
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●TALK NOW
第31回全国町並みゼミ卯之町大会を終えて　
　　2008卯之町ゼミ実行委員会 実行委員長／大氣　博志
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●MY TOWNうぉっちんぐ
判明した蚕種業の建物「須川蚕種」
　　タウンツーリズム講座主宰／岡崎　直司
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